
　　　　

令和７ 年 3 月 1 日

11 時 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

1月地域の各神社へ初詣＆鏡餅開き、2月節分行事、3月卒業イベント、4月新入生歓迎会、5月スポーツ大会、6～8月夏のイベント(地域の音楽家との交流コンサートなど)
9月秋の製作、10月ハロウィンパーティ、11月就労イベント(きゃべつかふぇ開催)、12月クリスマスパーティ＆クリスマスコンサート＆忘年会
※毎月恒例のプログラム：ヨガ、ミュージックケア(音楽療法)、生け花プログラム、就労体験(畑プログラム等)、生活体験(クッキング、買い物プログラム)他

家族支援

送迎時やモニタリング時だけでなく、普段からラインや連絡帳などのツールを
用い、相談しやすい環境設定をさせて頂いております。
※現在、インスタグラムの開設準備中。

移行支援

全領域において、来るべき就労生活だけでなく、太陽きゃべつを利用さ
れた利用者さまの将来の生活が充実するよう留意させて頂きます。
また、独自の活動として、きゃべつかふぇ(カフェ体験)も開催します。

地域支援・地域連携

地域資源の有効活用に努めております。地域の公園利用や行事参加、また就労
イベントにも積極的に参加させて頂いております。 職員の質の向上

毎月、各種研修一回以上と定例会議、毎日支援前・支援後ミーティング
を行い、外部会議や研修にも積極的に参加させて頂いております。

支　援　内　容

本
人
支
援

元気に通学・通所できるよう、一緒に健康チェックを行います。(→チェックシートの使用有り)また、質の良い睡眠を摂れるよう、デイでの午睡などを調節できるように留意しつつも、
おだやかに過ごせるよう休憩の仕方を工夫します。(一緒にクールダウンの方法を模索します。)
食べる速さ、量を調節できるよう、食べ方について確認・工夫し、食事のマナーも繰り返し確認しながら身に付けて頂くことを目指します。衣服の調節や生活動作の確認を行い、向上
を図ります。

しっかり身体を動かすプログラム(ゲームやおでかけ※主に公園遊びや長距離の散歩など)を取り入れ、色々な遊具や道具にも挑戦しながら、発散を促します。
ヨガプログラムを取り入れ、体幹を鍛えます。
プリント課題や手先遊びの道具を通して、手指の巧緻性や目と指の協応性を高めます。

個別課題(主におそうじやお買い物などのお手伝いやプリント課題等)や全体のプログラム(お買い物活動や調理活動などの生活プログラムなど)を通して、ご本人さまの得意なことや好
きなことを、①一緒に発見し、確認する→②得意なこと、好きなことにしっかり挑戦する→③慣れるまで継続する→④スキルアップを目指す、といったようにステップをふみながら、将
来の充実した就労生活を目指し、経験や知見を一緒に積み上げていきます。また、その経験を生かし、実践して頂く場として、太陽きゃべつ内でお店(きゃべつかふぇ)を開催し、店員さ
んとお客さまの両方の体験をして頂く機会をもっております。

総じて、個別課題や活動プログラムを通して、まず身近な大人(支援員など)とのやり取りが充実するよう、本児とのコミュニケーションに努め、ことばだけでなく、絵カードやタブレッ
ト端末なども使用しながら、表現方法の充実を図ると共に、自己選択・自己決定する機会をたくさんつくります。(実際にプログラムを選択して頂く機会がたくさんあります)
また、様子を見ながら、子ども同士の豊かなコミュニケーションへとつながるよう、自由時間や活動の中で、ルール遊びやゲーム活動などから子どもたちの関係性を広げていきます。
すでにお友だちとの関係性が広がっているお子さまは、仲良くお友だちと遊べるよう、時には支援員が間に入りながら、自分の気持ちを伝えつつ、相手の気持ちをくみとっていくこと
など一歩上のコミュニケーションスキルについても確認しながら、一緒に取り組んでいきます。

来所時やプログラム開始時だけでなく、色々な場面でのあいさつに取り組みます。
お友だちとの関りが自然と増え、深まっていくよう、時には支援員が間に入ってルールを確認しながら、折り合いをつけ、譲り合いをすることなどを学びつつ、活動や送迎などの組み合
わせを工夫し、中学生・高校生のクラブ活動のような雰囲気やコミュニティづくりに努めます→先輩・後輩の意識も持って頂けるように留意しております。

法人（事業所）理念 寄り添う人であり続ける

支援方針 子どもたちの充実した将来の生活と社会参画を見据えて、寄り添い続ける。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 太陽きゃべつ 支援プログラム（概要） 作成日


